
 

上
越
市
立
城
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
規
約 

 
 

 
 
 
 

 

第 

一 

章 
 

名
称
お
よ
び
事
務
局 

第
一
条 
本
会
は
上
越
市
立
城
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
称
し
、
事
務
局
を
城
西
中
学
校
に
置
く
。 

第 
二 

章 
 

目 
 

的 

第
二
条 

 

本
会
は
学
校
と
家
庭
（
父
母
と
教
職
員
）
が
互
い
に
緊
密
な
連
絡
の
も
と
に
積
極
的

に
協
力
し
合
い
、
生
徒
の
福
祉
を
増
進
し
、
教
育
効
果
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

会
員
相
互
の
教
養
を
高
め
、
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第 

三 

章 
 

事 
 

業 

第
三
条 

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。 

一
、 

生
徒
の
奨
学
に
関
す
る
こ
と 

二
、
会
員
の
研
修
と
厚
生
に
関
す
る
こ
と 

三
、 

学
習
環
境
の
整
備
に
関
す
る
こ
と 

四
、
生
徒
の
保
健
指
導
と
体
位
の
向
上
に
関
す
る
こ
と 

五
、
会
員
相
互
の
親
睦
に
関
す
る
こ
と 

六
、
生
徒
の
指
導
に
関
す
る
こ
と 

七
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
た
こ
と 

第 

四 

章 
 

会 
 

員 

第
四
条 

本
会
は
次
の
も
の
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

一
、
本
校
生
徒
の
保
護
者 

二
、 

本
校
の
教
職
員 

第 

五 

章 
 

機 
 

関 

第
五
条 

本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
機
関
を
設
け
る
。 

一
、 

総 
 
 

会 
 
 
 

二
、
学
校
委
員
会 

三
、
常
任
委
員
会 

 
 
 

四
、
総
務
委
員
会 

五
、
学
年
委
員
会 

 
 
 

六
、
専
門
委
員
会 

第 

六 

章 
 

役 
 

員 

第
六
条 

本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。
た
だ
し
そ
の
任
期
は
一
年
と
し
留
任
を
妨
げ
な
い
。 

会 
 
 
 

長 
 
 
 

一
名 

副

会

長 
 
 
 

若
干
名
（
但
し
内
一
名
は
学
校
長
と
す
る
） 

総

務

委

員 
 
 
 

若
干
名 

会
計
監
査
委
員 
 
 
 

三
名 

 
 
 
 
 

 

 

常

任

委

員 
 
 
 

若
干
名 

 
 
 
 

学

校

委

員 
 
 
 

若
干
名 

学

級

委

員 
 
 
 

若
干
名 

 
 
 
 

学

年

委

員 
 
 
 

若
干
名 

 

専
門
部
部
員 

 
 
 

若
干
名 

 
 
 
 

事

務

局

員 
 
 
 

若
干
名 

第
七
条 

前
条
の
役
員
は
次
の
方
法
に
よ
っ
て
選
出
す
る
。 

一
、 

会
長
・
副
会
長
・
総
務
委
員
・
会
計
監
査
委
員
・
学
年
正
副
委
員
長
・
専
門
部
正
副
部

長 

①
会
長
・
副
会
長
は
選
考
委
員
会
の
人
選
に
基
づ
い
て
常
任
委
員
会
に
お
い
て
選
出
し
、

学
校
委
員
会
の
承
認
を
得
て
総
会
に
報
告
す
る
。 

②
総
務
委
員
・
会
計
監
査
委
員
・
学
年
正
副
委
員
長
・
専
門
部
正
副
部
長
は
、
選
考
委
員

会
で
人
選
し
、
学
校
委
員
会
で
決
め
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。 

※ 

選
考
委
員
は
、
常
任
委
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。 

※ 

年
度
末
に
学
校
委
員
会
を
開
催
し
、
少
な
く
と
も
会
長
・
副
会
長
の
承
認
を
行
う
こ

と
と
す
る
。 

二
、 

学
校
委
員 

 
 
 
 

各
学
年
委
員
・
専
門
部
部
員
・
総
務
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

三
、
常
任
委
員 

総
務
委
員
・
学
年
正
副
委
員
長
・
専
門
部
正
副
部
長
・
事
務
局
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

四
、
学
年
委
員 

学
級
委
員
を
も
っ
て
学
年
委
員
と
す
る
。
学
級
委
員
は
学
級
に
お
い
て
選
出
す
る
。 

五
、
専
門
部
部
員 

 
 

各
学
級
に
お
い
て
選
出
す
る
。 

 

 
 

六
五
、
各
委
員
会
お
よ
び
専
門
部
に
は
、
職
員
若
干
名
を
会
長
が
委
嘱
す
る
。 

七
六
、
事
務
局
員 

会
長
が
委
嘱
す
る
。 

第 

七 

章 
 

会 

の 

運 

営 

第
八
条 
会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
括
す
る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ

る
時
は
、
そ
の
代
理
を
務
め
る
。 

第
九
条 

総 
 

会 

本
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、
会
長
が
招
集
す
る
。 



総
会
は
年
度
当
初
一
回
開
き
、
必
要
が
あ
る
時
は
臨
時
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。 

総
会
は
次
の
こ
と
を
行
う
。 

一
、
規
約
の
制
定
、
改
廃 

二
、
前
年
度
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認 

三
、
本
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
議
決 

四
、
総
務
委
員
・
会
計
監
査
委
員
・
学
年
正
副
委
員
長
・
専
門
部
正
副
部
長
の
承
認 

五
、
そ
の
他
重
要
事
項 

第
十
条 

学
校
委
員
会 

総
会
に
次
ぐ
機
関
で
あ
る
。 

会
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
次
の
こ
と
を
行
う
。 

一
、
専
門
部
事
業
計
画
の
審
議 

二
、
緊
急
事
項
の
処
理 

三
、
そ
の
他
必
要
事
項 

第
十
一
条 

常
任
委
員
会 

会
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
そ
の
任
務
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
、
総
会
・
学
校
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
そ
の
執
行
に
あ
た
り
、
各
機
関
の
連
絡
調
整 

を
図
る
。 

二
、
議
案
な
ら
び
に
予
算
案
を
作
成
し
、
総
会
・
学
校
委
員
会
に
提
出
す
る
。 

三
、
そ
の
他
必
要
事
項 

第
十
二
条 

総
務
委
員
会 

 
 
 

会
長
・
副
会
長
・
総
務
委
員
・
事
務
局
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。 

 
 

総
務
委
員
会
の
任
務
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
、
本
会
の
統
轄
お
よ
び
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。 

二
、
他
団
体
と
の
連
絡
調
整
に
当
た
る
こ
と
。 

三
、
学
校
教
育
・
家
庭
教
育
の
理
解
に
関
す
る
こ
と
。 

四
、
父
母
と
教
師
の
共
同
研
究
に
関
す
る
こ
と
。 

五
、
会
員
相
互
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。 

六
、
そ
の
他
こ
の
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。 

第
十
三
条 

学
年
委
員
会
は
次
の
活
動
を
す
る
。 

一
、
学
年
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
計
画
と
運
営
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二
、
他
学
年
と
の
連
絡
、
上
部
機
関
へ
の
連
絡
進
言
に
関
す
る
こ
と
。 

三
、
そ
の
他
学
年
、
学
級
内
の
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。 

第
十
四
条 

専
門
委
員
会
に
、
次
の
専
門
部
を
置
き
、
お
よ
そ
次
の
業
務
の
執
行
に
当
た
る
。 

一
、
教
養
部 

① 

講
座
・
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
こ
と 

 

② 

学
校
の
文
化
的
行
事
に
関
す
る
こ
と 

③ 

会
報
の
発
行
に
関
す
る
こ
と 

二
、
環
境
施
設
部 

 

① 

学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
拡
充
に
関
す
る
こ
と 

② 

施
設
設
備
の
改
善
研
究
に
関
す
る
こ
と 

三
、
保
健
厚
生
部 

 

① 

学
校
の
保
健
衛
生
活
動
へ
の
協
力
に
関
す
る
こ
と 

② 

生
徒
の
体
育
奨
励
に
関
す
る
こ
と 

③ 

教
師
と
父
母
の
厚
生
に
関
す
る
こ
と 

④ 

会
員
の
親
睦
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と 

四
、
校
外
指
導
部 

 
 
 
 

① 

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
の
も
と
に
生
徒
の
校
外
生
活
指
導
に
関
す
る
こ
と 

② 

関
係
他
団
体
・
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と 

③ 

少
年
問
題
の
研
究
に
関
す
る
こ
と 

第
十
五
十
四
条 

会
計
監
査
委
員
は
会
計
に
関
す
る
監
査
を
し
、
総
会
に
報
告
す
る
。 

第
十
六
十
五
条 

事
務
局
員
は
、
会
の
庶
務
お
よ
び
会
計
事
務
を
担
当
す
る
。 

第 

八 

章 
 

経 
 

理 

第
十
七
十
六
条 

本
会
の
経
理
は
会
費
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。 

第
十
八
十
七
条 

会
費
の
金
額
は
総
会
で
決
定
す
る
。 

第
十
九
十
八
条 

こ
の
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ

る
。 

第
二
十
十
九
条 

こ
の
会
の
会
計
決
算
は
、監
査
を
経
て
総
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第 

九 

章 
 

補 
 

則 
 

第
二
十
一
二
十
条 

本
会
に
は
、
会
長
委
嘱
に
よ
る
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
十
二
二
十
一
条 

本
規
約
は
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。 

（
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 

 

（
平
成 

六 

年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 

 

（
平
成 

八 

年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 



（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 

 

（
平
成 

九 

年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 

（
平
成 

元 

年
四
月
一
日 

一
部
改
正 

 
 

（
平
成  

十
三
年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 

 

城
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
慶
弔
費
に
関
す
る
規
程 

  

第
一
条 

弔
慰
金
に
関
し
て
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
、
学
校
職
員
が
死
亡
し
た
時
、
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

二
、
生
徒
お
よ
び
生
徒
の
父
母
が
死
亡
し
た
時
、
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

三
、
特
別
の
場
合
は
常
任
委
員
会
で
協
議
し
、
弔
慰
を
表
わ
す
。 

第
二
条 

見
舞
金
に
関
し
て
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
、
学
校
職
員
が
一
ヶ
月
位
以
上
病
気
欠
勤
の
場
合
、
五
、
○
○
○
円 

二
、
生
徒
お
よ
び
生
徒
の
父
母
が
入
院
療
養
一
ヶ
月
以
上
の
場
合
、
五
、
○
○
○
円 

三
、
会
員
が
特
別
の
災
害
を
受
け
た
と
き
は
総
務
委
員
会
で
協
議
し
、
見
舞
金
を
贈
る
。 

第
四
条 

餞
別
金
に
関
し
て
、
特
別
の
場
合
は
総
務
委
員
会
で
協
議
し
決
定
す
る
。 

第
五
条 

前
各
条
の
規
程
に
よ
り
が
た
い
特
別
の
場
合
は
総
務
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
つ
ど
協
議

決
定
す
る
。 

付 

則 

こ
の
規
程
は
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
六
日
よ
り
実
施
す
る
。 

 
 
 
 
(

平
成
十
二
年
四
月
一
日 

一
部
改
正) 
 
 
(

平
成
十
三
年
四
月
一
日 

一
部
改
正) 

 
 
 
 

（
平
成
十
四
年
四
月
一
日 

一
部
改
正
） 

 

（
令
和
四
年
度
五
月
六
日 

一
部
改
正
） 

           

 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
活
動
後
援
費
に
関
す
る
規
程 

  

第
一
条 

こ
の
規
程
は
城
西
中
学
校
の
生
徒
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
設
け
る
。 

第
二
条 

生
徒
活
動
後
援
費
の
支
出
内
容
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 
 

一
、
本
校
生
徒
の
対
外
試
合
、
コ
ン
ク
ー
ル
、
発
表
会
等
に
出
場
に
要
す
る
諸
経
費 

 
 
 

二
、
吹
奏
楽
部
に
お
け
る
楽
器
等
の
整
備
に
関
す
る
経
費 

 
 
 

三
、
そ
の
他
生
徒
の
活
動
等
に
必
要
な
経
費 

第
三
条 

こ
の
生
徒
活
動
後
援
費
は
城
西
中
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
・
職
員
か
ら
の
徴 

収
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
。
徴
収
金
の
金
額
に
つ
い
て
は
総
会
で
決 

定
す
る
。 

第
四
条 

生
徒
活
動
後
援
費
の
支
出
は
当
該
す
る
職
員
の
要
望
に
基
づ
き
、
学
校
長
の
決
裁
に
よ 

り
支
出
す
る
。 

 

第
五
条 

こ
の
生
徒
活
動
後
援
費
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
度
の
城
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会

計
監
査
を
経
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

第
六
条  

当
該
年
度
に
お
い
て
剰
余
の
金
額
を
生
じ
た
場
合
は
次
年
度
の
積
立
金
と
し
、
不
足
を

生
じ
た
場
合
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
会
協
議
し
、
学
校
委
員
会
で
そ
の
対
策
を
決
定
す

る
。 

付

則

 

 
 

 

こ

の

規

程

は

平

成

十

六

年

四

月

一

日

よ

り

実

施

す

る

。 

 
 

（

昭

和

四

十

八

年

四

月

一

日

制

定

の

遠

征

費

に

関

す

る

規

程

は

、

平

成

十

六

年

三

月

三

十

一

日

を

も

っ
て
廃

止

す

る

。
）

 

  


